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館内
展示

Ｇ７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍
担当大臣会合 開催記念展示

令和５（2023）年６月24日～25日、日光市において「男女共同参画・女性活躍担当
大臣会合」が開催されました。これを記念して、男女共同参画、女性活躍に関する資
料を、２階階段踊り場にてご紹介しています。

ロビー
展示 『栃木県誕生150年 栃木「はつ」(初／発)集めました。』

明治６（1873）年に当時の栃木県、宇都宮県の両県が合併してから、今
年で150年の節目を迎えます。栃木県立図書館ではこれを記念し、本県
の世相150年を資料と年表で振り返る展示を開催しています。
明治から令和まで、年代を追いながら身近なものの本県初登場をご紹
介するほか、全国に先駆けて本県が発祥となったモノ、本県から全国に
発信したコト等、新しい発見に繋がるトピックスと関連資料を用意しました。
また、『Ｇ７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合開催
日光紀行』も同時開催しています。ぜひご覧ください。

《会期》令和５(2023)年５月26日（金）～７月26日（水）

デジタルコレクションに新たなカテゴリを追加しました！

当館HP「栃木県立図書館デジタルコレクション」に「日光関係資料」のカテゴリを追加
しました。小説家 田山花袋（1871-1930）の紀行『日光』の初版本等、当館が所蔵する
貴重な日光関係資料14点のデジタル化画像をご覧いただけます。ぜひご活用ください。

お知らせ
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館内
展示

課題解決支援コーナー展示

障害とコミュニケーション～よむ・きく・はなす～

２階課題解決支援コーナーで、学習障害や言語障害、視覚・聴覚障害などへの理解を深めるため、
資料展示を行っています。
また、「障害と読書」の観点で重要な法律、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読
書バリアフリー法）」が令和元(2019)年に施行されたことをご存知でしょうか。本法令の関連資料や「バリア
フリー資料」、リーディングトラッカー等の補助器具についても同コーナーで展示しています。
ぜひ、手に取ってみてください！

◆リーディングトラッカー
読みたい行以外を見えなくして、
文字を読みやすくする補助器具です。
館内で自由にお使いください。

令和５（2023）年６月10日（土）に開催された栃木県誕生150年記念
の県民の日イベントに当館もブースを出展しました。図書館内で開催
中のロビー展示「栃木県誕生150年 栃木「はつ」(初／発)集めまし
た。」のミニ年表や、デジタル化した「日光関係資料」を見られる二次
元コード、県立図書館の利用等に関する紹介パネルを展示したほか、
今年はオリジナルブックカバー（全13種）の配布も行いました。
当日の当館ブースへの来場者は300名を超え、盛況のうちに終了し
ました。ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

実施
報告 県民の日記念イベントに出展しました

第３回の開催予定
フルートアンサンブルによるコンサート
10月26日（木） Amitié Flute Ensemble

第２回 大木朋香ピアノコンサート
日 時 令和５（2023）年８月24日（木）

14時30分開場 15時開演
会 場 栃木県立図書館１階ホール
主演者 大木朋香
曲 目 月の光（ドビュッシー）、幻想即興曲（ショパン） 等

次回の予定は下記のとおりです。事前申込制（申込順）となりますの
で、公演チラシをご確認のうえお申込みください。チラシは公演日の
概ね１か月前から配布する予定です。

今年度の県民ライブコンサート全３回のうち、１回目のコンサートを下記の日程で開催し
ました。多くの方にご来場いただきありがとうございました。

・津軽三味線とアコースティックギターによるコンサート
令和５（2023）年６月22日（木） 山﨑（やまさき）

令和５年度県民ライブコンサート（実施報告と今後の予定）

コンサート

県民ライブコンサートに関するお問い合わせは、
下記までお願いします。
【調査相談課】０２８－６２２－５１１２
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〈館長コラム〉

なつかしい一冊との出会いを

毎日新聞の毎週土曜日の連載をまとめた『わたしのなつかしい一冊』に続いて、『あなたのなつかしい一
冊』が刊行されています。持ち回りのコラムを依頼された方々の選んだ「一冊の本」の数々。読んだことの
ない本もあれば、読んでいても考えもしなかった新しい視点に驚くこともあり、好奇心にかきたてられます。
序文では、池澤夏樹さんが「ある本が一人の読者の中で歳月を経て古典になる。」と書いています。確か
に、年月を重ねていくと、自分自身の中で醸成されて、読み直したい古典作品になっていきます。
私も、県立図書館で、多くのなつかしい本に出会っています。地域資料のコーナーでは、様々な書籍
や資料を配架していますが、お世話になった方々の名前を発見することもあり、旧知の仲でも、あの方が
このような本も書いていらしたのか、と驚嘆することもしばしばです。歳月を経てもしっかりと残されている
貴重な書籍や資料の数々は、栃木県の財産です。
紙の本は、体感的になつかしさを訴えてきます。子どもの頃に読んだ本、何度も読み返した本、大きな
転機を与えてくれた本、途中で挫折した本、その中で一冊を選ぶとしたら……。難しい選択です。写真家
の星野道夫さんの「旅をする木」は、一冊の本が次の誰かの手にわたり、旅を続けています。本の題名に
一本の線を入れて、「旅をする本」となって、実際の本が次から次へと人の手にわたり、読後感などが綴ら
れていきます。人から人へ託されていく本です。「ビブリオバトル（書評合戦）」も、「読書リレー」も、こういっ
た本がつなぐ人と人との交流がその魅力の一つなのでしょう。
皆様にも、自分の中での古典となるような本との出会いがありますよう、お祈りいたします。県立図書館
では、なつかしい一冊、またはいつの日か誰かのなつかしい一冊になる本を揃えて、皆様の来館をお待
ちしております。

（栃木県立図書館長）

お知らせ 国立国会図書館から礼状をいただきました

当館では「レファレンスサービス（調査相談業務）」として、皆様
が必要な本や情報を得るためのお手伝いをしています。回答し
たレファレンスの一部は、今後の調査に役立てるため、質問者の
個人情報がわからないよう編集したうえで、国立国会図書館の運
営する「レファレンス協同データベース」に登録しています。
事業に貢献した図書館には国立国会図書館長から礼状が送ら
れます。当館は昨年の登録実績によりこの礼状をいただくことが
できました。これは、平成17年(2005)年の制度開始から14年連続
となります。

これまでにいただいた礼状は、２階調査相談室カウンター付近に掲示しています。

令和５(2023)年６月24日（土）、とちぎ産業交流センターで開催された
「令和５年度創業サポートアカデミー基礎編（第１回）」（主催：(公財)
栃木県産業振興センター）で、関連図書の出張展示を行いました。
県内での起業を目指す方、起業間もない方など40数名が参加され、
研修の合間には本を手に取り熱心に目を通す姿が見られました。
また、今年は初めて、会場での利用券作成や展示資料の貸出も実施しました。

実施
報告 出張展示を行いました
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イベント案内

〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？
司書が日常の中で接した
本から、おすすめの１冊を
ご紹介します。

■県民ライブコンサート
大木朋香ピアノコンサート ８月24日（木）
（１Fホール 14時30分開場事前申込制）

■レコードコンサート
フュージョン・サマー・セレクション ７月27日（木）
（１Fホール 14時開場事前申込制）

■館内展示
１F ロビー
・栃木県誕生150年 栃木「はつ」(初／発)集めました。
（～７月下旬）
・Ｇ７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当
大臣会合開催 日光紀行（～７月下旬）
・関東大震災100年関連展示（７月下旬～）
・Ｄｅａｒ ユーミン(視聴覚室前)

２F 公開資料室
・障害とコミュニケーション～みる・きく・はなす～
・「Ｇ７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当
大臣会合」開催！

３F 地域資料室
・〔文書館連携〕令和５年度常設展関連資料展示
・〔美術館連携〕冨井大裕展（７月上旬～）
・〔博物館連携〕花と虫（７月中旬～）
・LRT開業記念栃木県の交通（８月中旬～）

４F 公開資料室
・令和４年度文学賞受賞作
・ゴーギャン 没後120周年
・第169回芥川賞・直木賞受賞作（７月中旬～）
・司馬遼太郎生誕100年（８月上旬～）

「女子」旅と聞いた途端、その華やかな語感に身構え、やれやれまたかいと
鼻白む方もいっらしゃることでしょう。エッセイの名手ジェーン・スー氏を世に
知らしめた名著『貴様、いつまで女子でいるのか問題』も記憶に新しいですが、
「女子」というワードは度々世をざわつかせます。しかし、ここは一旦、女子トイ
レ・男子トイレの“女子”、「男子の本懐」における“男子”の対義語としての“女
子”と、穏当に捉えてお読みいただきたい。
何しろ江戸時代なのです。江戸後期になると、街道や宿場が整備され、一
般庶民も旅ができる環境が整ってきますが、依然関所では「入り鉄砲に出女」
を監視する時代です。女性は通行手形の取得から難儀します。また、当時の
移動手段は、どこに行くのも基本は徒歩。己の体力勝負です。この本で取り
上げられる女性たちは、一日平均で30ｋｍの距離を歩きます。
そんな数々の悪条件を物ともせず、寺社に参詣し、名所旧跡を巡り、お洒
落してグルメやお買い物を楽しみ、更には出会ったイケメンのチェックも怠ら
ない彼女たちの小気味よさといったら！１階ロビーでは、当時の旅に思いを
馳せる展示「日光紀行」も開催中です。ぜひ併せてお楽しみください。（十）

『江戸の女子旅 旅はみじかし歩けよ乙女』
（谷釜尋徳／著 晃洋書房 2023）


